















































































































































































































「世界を平安にすることは、まずその国をきちんと治めることにかかっている」というのは、君主が老人を老人として大切に扱えば、人民もまた孝に心を用いるようになり、君主が年長者を年長者とし 敬うと、人民もまた従順な態度 実践するようになり、君主が孤児を憐れみ養うと 人民もそのあり方に背くことはない、 いうことだ。このようなわけで、君子には「絜矩の道」があるのだ
。」と見える。






































































絜矩與忠恕、異言同旨。此所謂「所惡」 、即「己所不欲」也。 「勿使」 「勿事」 「勿先」 「勿從」 「勿交」 、卽「勿施於人」也。　
人心之好惡、在道理之有無。 （ 『大學私録』 ）



























































































































































































も穏当だと信ずる。加えて、今日様々な国が交流する世 中になった以上、様々な国の人心を集約したも に、 を問わないわけにはいかない。ただし、この海外との も始まったばかりなので お互い各国の道理には齟齬矛盾することも多いが、追々東洋人は西洋の道理を取捨し、西洋人も東洋 道理を取捨し、その意識 中に東洋とか西洋とかの狭い見方や流儀争いなどなくし、言語の記号と ての文字 どはそれぞれの好み まかせ 公平無私 で、全地球的な道理折衷学問を行えば 百年千年後には、きっと全地球 人々 心の集約としての真の道理が定ま だろう
。（同上）

















も、古代に戻させよう する頑固者も多いので それら 所説はどれも時勢や習俗に合致しない死理 空理である
。（同
上）























































































































論を應用し、政事の目的を達することを知れば、此の疑問は氷釋すべし、…政府は制度を以て秩序を定め、法律を以て約束を結び、人民の爭ひを止め、無事安寧に自治の性質を遂げしむるが其目的なり、故に何程非常の名論正說も 人心に逆ひ衆論 排して推 行ふときは、議論益〻紛起し、政事の目的たる安寧を害し一世を亂る 至る可きを以て、古聖賢か多衆の公論即ち凡論を取り、一時の安寧を圖りし所以なり、此を一時の公論を應用するものと云ふ、 【一時の公論】　
然れども一時の凡論は人智の進むに從ひて變ずるものにて、御一新以前の公論なる攘夷の凡論も、今日國會へ持出すと
きは、 誰一人賛成するもの無きに相違なし、 是れ人智の進歩なり、 此の通りに追々人智が進み、 一國に中等凡庸の人なく、上智となれば、公論は悉く名論正說となる道理なれども、是は千萬年の後を期せざれば此に至らず、先つ其間は一時の凡論を以て公論と爲し、爭ひ 鎮め安寧を維持するが時に取ての良政事 【 ＝時と共に変化】　
又縱ひ一國の公論は、 盡く名論正說となり、 古今 通ずる公論なるも、 之を海外に持ち出すときは通用せざるものあり





































































此に又一種の公論あり、 我私見を以て一主義を立て、 又は野心を挾み、 壯士の力を以て恐嚇し、 賄賂の利を以て誘引し、















































































する「文勤王」とがある、と状況に応じ 二種類に分類する。中洲は、禹や后稷が治水や農業で堯舜を輔け、また伊尹や周召が殷の湯王や周の武王を輔け 人民を塗炭の苦しみから救った等の「歴史的」出来事を「文勤王の證」とし「勤王の大なるもの」と評価する一方、古来「勤王」 いえば「武勤王」のみに狭く用いた そもそもこの語が 弱体化し「實權なく、虛名のみ になった周王朝期に「五伯が兵馬を以て、夷狄を攘ひ、王室を尊びし事 から たからだ、と説明す 。その情況を日本に於ては「武家政治の時代」になぞらえ いるが、ここ 興味深いの 所謂「建武の中興」を
、「武勤王」から民政






































































勤王は絶滅」した「勤民國 見、また「上帝〔キリスト教の神〕を尊奉し、君民〔君主と人民〕を平等視する西洋諸国」は当然「勤民國」と認識される。中洲は このような「勤民」意識を日本の優れた風俗を破壊するものとして警戒 。
　
此の勤民國の學問か侵入したる今日に於ては、此の勤民主張の風儀か自然と人々の腦髓に染込あれは、官吏たるもの、



































えて、これは中洲 維新後の社会的な変化に起因 る負 側面の指摘といえるかもしれないが
、「義」を全く顧慮しない「私





































概念を西洋の思想・文化を理解し、価値づける際の道具・基準としながらも、その過程を通じて儒学そのものも相対化し、同時に西洋思想の受容を通じた儒学概念の再構築の作業ともなっていた。そして、それは儒学 捨て西洋思想に帰依する、という在り方ではなく、西洋の新思想も儒学の旧思想によって相対化され、日本という空間に於ける維新という改革期にふさわしい時宜を得た思想を、東 のハイブリッド化した姿として、どちらの立場に偏することなく公平無私な心で描こうとしているように思われる。勿論、現在から見れば、中洲の思想には様々な偏りや限界が見られ のも事実である
。「国会」を「絜矩の


















 この考え方は、中洲の師である山田方谷に既に見える。 「されば此一章（所謂平天下。在治其國者、～有絜矩之道也。 ）の平天下は大なる事に相違なきも、其中絜矩の道が大切にて、是が又財用を取扱ふと人を選び用ふるとの二者に歸す。凡そ古今の事、此二者より大切なるはなし。 」とある。 （ 『山田方谷全集』第一冊「古本大學講義」六五二頁）
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